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主催：言語系学会連合[UALS] http://www.nacos.com/gengoren/｜アートエリアB1[大阪大学＋NPO 法人ダンスボックス＋京阪電気鉄道（株）] http://artarea-b1.jp/
共催：大阪大学21世紀懐徳堂 http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/　協力：大阪大学大学院文学研究科　問い合わせ先：言語系学会連合事務局 uals.cafe@gmail.com

2013年2月3日［日］ 14:00－17:00 ［開場＝13:30］

自分の方言・日本の方言 もっと知ろうよ、語ろうよ。
― 大阪の中心で方言を語ろう ―
自分の方言・日本の方言 もっと知ろうよ、語ろうよ。
― 大阪の中心で方言を語ろう ―

会
場

｜田窪行則（京都大学大学院文学研究科教授）／高木千恵（大阪大学大学院文学研究科准教授）／ファシリテーター：馬場尚子 （フリーアナウンサー）講
師

｜京阪電鉄なにわ橋駅地下１階 アートエリアB1

ま
い
ど
!!



言語系学会連合（UALS）とは、言語

学およびその応用分野を領域とする

日本の学会が協働し、学会相互の意

見交換・情報共有のほか、言語学を

通じての市民との対話を目的とした

組織です。このたび、「ことばカフェ」

という新たな対話イベントを企画し、

東京と大阪で実施する運びとなりま

した。大阪のイベントでは、日本の方

言をテーマに講師の報告と参加者

相互の語り合いを企画しています。

共通語化の影響のもと、日本各地の

伝統方言は確実に失われつつありま

すが、一方で新しい方言も生まれて

きています。方言は汚い、崩れたこと

ばと見られることもあり、また地域の生

活に根ざした大切なことばとして見

直されたりもしています。21世紀の日

本の方言はどうなっていくのでしょう

か。そして私たちは、方言に対してど

のような姿勢で向き合うべきでしょう

か。講師には、社会言語学で大阪を

はじめ各地の調査研究に当たって

いる高木千恵さん（大阪大学）と、言

語学者で琉球・宮古島の方言の記

録に尽力している田窪行則さん（京

都大学）が当たります。なお、この企

画は「アートエリアB1」主催の「ラボ

カフェ」の一環として実施します。
［企画者・金水敏（大阪大学）］

日時： 2013年2月3日［日］14:00－17:00 ［開場＝13:30］
場所： アートエリアB1 ［〒530-0005 大阪市北区中之島1-1-1 京阪電車なにわ橋駅地下1階］
定員： 30名　料金：無料 ※事前予約制、下記参加方法参照
URL：［UALSことばカフェ］ https://sites.google.com/site/kotobacafeuals/

企画者：金水敏 ［大阪大学大学院文学研究科教授／言語系学会連合運営委員／日本語学会理事］

参加費無料。どなたでも参加できます。ただし、メールにて事前申し込みが必要です（定員を超え次第受け付
け終了します）。メール件名を『２/３ことばカフェ申し込み』とし、下記の情報を2013年1月25日までにメールで
お知らせ下さい。返信メールの送付を以て受付完了とします。
※メール1通で何人分申し込んでいただいても結構です。お子様連れ歓迎いたしますが、会場には保育施設はありません。

宛先：uals.cafe@gmail.com
(1)お名前　(2)年齢　(3)ご職業　(4)ご自分の方言はどこのことばとお考えですか？都道府県・市町村
まででお教えください［例：兵庫県豊岡市］　※お知らせいただいた個人情報は、本イベント開催のためだけに使用いたします

参加方法

〒530-0005
大阪市北区中之島1-1-1 
京阪電車なにわ橋駅地下1階
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大阪大学大学院文学研究科准教授。博士（文学）。専門は社会言語学・方
言学で、日本における標準語と方言の接触による言語変化を中心に研究し
ている。近著としては「関西若年層の用いる同意要求の文末形式クナイに
ついて」（『日本語の研究』5-4、日本語学会、2009）、「標準語との接触によ
る地域語の変容」（『日本語学』29-14、明治書院、2010）、「日本語の攻防 
言語変種：方言と標準語」（『日本語学』31-8、明治書院、2012）などがある。

京都大学大学院文学研究科教授。専門は統語論、形式意味論、フィールド言
語学。中学校の時、金田一京助の「北の人」で言語学に興味をいだく。京都大
学大学院で朝鮮語、満州語文献学、生成文法を研究。修了後、韓国の東国大
学慶州分校および神戸大学で日本語教育に従事する。1991年に九州大学文
学部、2000年に京都大学文学研究科に転任、現職に至る。2006年1月に宮古
島の西原で話されている池間方言の調査を始め、西原の祭礼「みゃーくずつ」
DVD、CD付方言絵本作成など危機言語ドキュメンテーションの研究をお
こなう。現在、西原の言語と文化を展示した電子博物館を作成中。

田窪行則（京都大学）

大阪府門真市出身。京都市在住。フリーアナウンサーとして主に大阪、京都で活動を
しながら、就職活動中のポスドク、大学院生に向けての面接指導や、企業の社員研修
での話し方指導などを行っている。

ファシリテーター：

馬場尚子（フリーアナウンサー）

高木千恵（大阪大学）
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